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例日

1 本書は、交野市教育委員会が平成26年度国庫補助事業(事業総額11，302，000円 国庫補

助率50% 市負担率50%) として計画・実施した交野市内における埋蔵文化財発掘調査

の概要報告である。

2 調査次数番号は、遺跡ごとに確認調査・立会・本発掘調査を一括し、その実施順に調査次

数番号をつけ、遺跡名・年度・次数の順番に示す(森遺跡2014-1次調査など)。

3 発掘調査及び本書の執筆・編集は、交野市教育委員会社会教育課文化財係 吉田知史が行

い、執筆・図面作成等を李聖子と坂本俊が担当した。

4 調査区・遺構平面図の方位は、国土座標を用いたものを除いて磁北を示す。

5 使用した標高は、東京湾平均海水 (T.P.)からのプラス値である。

6 本書の土層断面図の土色注記は、『新版標準土色帖~ 2010年版に基づいて示す。

7 本書の北代遺跡、交野山石切場跡については、新規登録予定の遺跡であるため、仮称とし

て記載する。
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第1章交野市の埋蔵文化財包蔵地と調査状況

1.位置と自然的・歴史的環境(図 1)

交野市は大阪府の東北部に位置し、南東は生駒山地を境にして奈良県生駒市、西は寝屋川市、

南は四僚畷市、北は枚方市に接している。市域の東南部は花闘岩類で構成された山地で占めら

れ、交野山(標高 344m)をはじめとして旗振山、竜王山、妙見山などが並び、山腹斜面に急渓

流が分布する。山麓には洪積層と沖積層で形成された平野部が広がり、寝屋川水系に合流する

傍示川を除くと、交野山から平野部へ流れる河川は淀川水系の天野川へ集約される。

周知の文化財は 67箇所を数える。その中で、旧石器・縄文時代の神宮寺遺跡をはじめとし

て、弥生時代から中世・近世にかけて営まれた森遺跡・寺村遺跡・有池遺跡・上私部遺跡など

の集落遺跡や、古墳時代前期に属する森古墳群、中期の交野車塚古墳群や後期の寺古墳群・倉

治古墳群などが分布する。また、中近世には東高野街道が市域を南北に走り、岩倉開元寺跡・

八葉蓮華寺などの山岳寺院が営まれ、平城である私部城跡が見られる。

なお、奈良時代の集落遺跡・北代遺跡と、中近世の生産遺跡・交野山石切場跡の2件につい

ては、周知の埋蔵文化財包蔵地として新規登録する予定である。

2.調査の状況(表1)

(1)文化財保護法にもとづく届出・通知と確認調査

平成26年4月1日から平成27年2月28日までに受理した文化財保護法第93条の届出の件

数は 116件、 94条の通知の件数は5件で、総件数は 121件となる。表1に遺跡ごとの工事目的

と処置の内訳を示した。

(2)対処状況

文化財保護法にもとづく届出・通知について、大阪府における開発事業等に伴う埋蔵文化財

の取扱い基準に従い、表1に記したとおりに慎重工事・立会調査・発掘調査に処置した。試掘・

確認、調査を実施したものに関して、調査内容を第2章に記述した。

第2章平成26年度実施の試掘・確認調査

1.試掘調査と確認調査(表2)

今年度補助事業に係る試掘・確認調査の対象となった遺跡は、神宮寺遺跡・上の山遺跡・布

懸遺跡・私部城跡・外殿垣内遺跡・馬場遺跡・森遺跡・遺跡範囲外(倉治9丁目・ 8丁目)で、

他に分布調査を岩倉開元寺跡を中心とした交野山で実施した。

なお、遺跡範囲外(倉治8丁目)の試掘調査では、調査対象地の南側に設定した2箇所のト

レンチで、奈良時代の掘立柱建物・柵列などを検出しており、集落が立地する東西約200mX南

北約60mの微高地を新たな遺跡範囲として北代遺跡と名付けた。一方、交野山の分布調査では、

西北尾根(頂部標高 188.5m)とその北側斜面で石材群・運搬ルート・採石土坑などを確認して

おり、これらの分布と谷地形の状況から、山腹斜面の径約 150mの範囲を交野山石切場跡とし

た。これら 2件を埋蔵文化財包蔵地として新規登録する予定である(図 15)。
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25やぷ古墳 総 長谷古墳

3郡津丸山古墳 26京の山古墳 49布懸遺跡

4部首E大塚 27山添家住宅 50星間駅北遺跡

5郡樟梅塚 28今井遺跡 51外殿様内遺跡

6 交野君~1奇跡 29寺村遺跡 52内ノ木遺跡

7長宗寺跡 30恵塚古墳群 53坊領遺跡

31寺古漬群 54東高野街道

9 私部域遺跡 32 {芽示遺跡 55そのむら遺跡

33八築蓮華寺 56星の森遺跡

11でがしろ遺跡 34南山遺跡 57新宮山遺跡

12焼垣内遺跡 35森古墳群 58 交野草:~古墳君事

36私部南遺跡 59秦師寺

37森遺跡 60易問寺

38天間神社遺跡 61廃千手寺

39有機遺跡 62須弥寺遺跡

17倉治古墳群 40馬場遺跡 63鍋塚古墳

41獅子結寺 64上私部遺跡

42私市物、:l.); 65 J:.の山遺跡

43手l、市滝が広遺跡 66大畑古墳

44妙見山古墳 67平池遺跡

45主主船峡

46小松寺跡

図1 交野市の位置・遺跡分布図
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表1 平成26年度の届出・通知の件数及び肉訳
文 工事目的の内訳 処置の内訳
化 件数

そ そ そ
財 宅 個 分 共 兼

の の 下
電

の
慎 立 発

遺跡名 地 人 譲 同 用 ガ 電 道 Aナ主4 話 工 重 4コ3ミh 掘
覧 93 I 94 造 住 f主 住 住

他 他
ス 気 路

水
校 通 場

他
工 調 調

番 条条 成 { 宅 宅 宅 宅
住 建 道 開

事 査 査
号 宅 物 発

l 郡津渋り遺跡 I l l 

2 ハセデ遺跡 2 1 l 2 

6 交野郡街跡 35 3 10 16 l 3 31 4 

8 私部城跡 3 2 2 I 2 2 2 l 

9 私部城遺跡 l l l 

8・9私部城跡・私部城遺跡 3 2 I 3 

14 倉治遺跡 l l 1 

15 東倉治遺跡 2 l l 2 

17 倉治古墳群 2 2 2 

18 神宮寺遺跡 9 1 5 3 8 1 

29・30寺村遺跡・交野車塚古墳群 l l I 

36 私部南遺跡 24 I 6 10 1 2 4 24 

37 森遺跡 5 2 l l 4 I 

38 天田神社遺跡 8 1 7 8 

40 馬場遺跡 2 l l 1 l 

49 布懸遺跡 2 l l l l 

51 外殿垣内遺跡 3 I l l 2 1 

52 門ノ木遺跡 l l 

53 坊領遺跡 7 l 1 1 l 2 l l 8 

53.55 坊領遺跡・そのむら遺跡 l 1 l 

56 星の森遺跡 l l 1 

65 上の山遺跡 4 2 l 3 I 

il-呈ロ1 ド 116 5 8 29 43 4 l 1 2 12 12 3 l l l 2 102 12 7 

表2 平成26年度の試掘・確認調査一覧

No. 遺跡名
調査期間 調査地住所

調査面積
内容

調査次数 掘削深度

神宮寺遺跡 平成26年 4月23日 神宮寺1丁目 59.6 nf トレンチを2箇所設定。中世の落ち込
1 
2014-1次 ~5 月 16 日 325・326-1 GL-0.9m 

み・溝、近世に形成された耕作に伴う

土層等(第2章ー2)を検出。

2 
上の山遺跡 平成26年 5月2日 私部西4丁目 10.6 nf トレンチを2箇所設定。時期不明の溝

2014-1次 ~6 月 9 日 1052-2 GL-0.5m を検出(第2章 3)。

トレンチを 1箇所設定。現地表面

3 
遺跡範囲外

平成26年 6月 16日
倉治9丁目 3.0 nf (T. P. +27. 5m)下0.4mまで耕作土、0.4m

2014-1次 2676-4他 GL-1. 1m ~0.8m までシルト層。 0.8m 以下

(T. P. +26. 3m)まで粗砂層を確認。

トレンチを1箇所設定。現地表面(T.P 

4 
布懸遺跡

平成26年 7月24日
星回4丁目 1. 08 nf +51. 5m)下O.5mまで盛士、 O.5m~0. 7m 

2014-1次 3347番地1 GL-0.7m で|日表土を確認、遺物は出土していな
い(図2)。

トレンチを1箇所設定。現地表面(T.P. 

5 
私部城跡

平成26年 8月21日
私部6丁目 3.6 nf +25. 2m)下0.2mまで掘削。現代整地

2014-1次 1710番地1 GL-0.2m 土を確認したにとどまる。整地土から
土師器片、近世の瓦片が出土(図2)。

遺跡範囲外
トレンチを 12箇所設定。奈良時代の

2014-2次・ 平成26年 9月22日 348 nf 
6 
北代遺跡 ~11 月 20 日

倉治8丁目
GL- l. O~3. 。皿

掘立柱建物、中世の溝、自然流路など

2014-1次
を検出(第2章一6)。

7 
外殿垣内遺跡

平成26年 11月4日
藤が尾5丁目 5.3 nf トレンチを2箇所設定。近世頃の耕作

2014-1次 142他 GL-1. Om に伴う土層を確認、(図2)。

8 
馬場遺跡 平成26年 12月8日

私市6丁目 432
5.2 nf トレンチを1箇所設定。土坑1基を検

2014-1次 ~12 月 10 日 GL-1. Om 出(第2章 4)。

9 
森遺跡 平成26年 12月 17日 森北1丁目 31 nf トレンチを3箇所設定。中世の士坑、

2014-1次 ~平成27年 1月5日 44・55番 GL-1. 2m 畦畔を検出(第2章一7)。

岩倉開元寺跡・
平成26年 11月27日 交聖子山を中心とした岩倉関元寺跡、交

10 交野山石切場跡
~平成27年 2月5日

倉1台地区 55，000 nf 
野山石切場跡の分布調査(第2章ー8)。

2014-1次

3 



2.神宮寺遺跡 2014-1次調査(図3・図版1)

(1)調査地の概要

神宮寺遺跡は、交野山西麓の扇状地に立地した集落跡・遺物散布地で、これまでに旧石器・

縄文時代早期、弥生時代から奈良時代、中世の遺構が検出され遺物が出土している。北に安養

寺跡、西に有池遺跡と上私部遺跡が隣接して分布する。調査地は遺跡範囲の北端部に位置し、

北西に向かう緩やかな傾斜地に立地する。現況は水田で、標高は T.P. +51. 6mである。調査地

の北半部にトレンチを南北方向に2箇所設定した。

(2)調査結果

層序 1トレンチは現地表面下約 O.5mまでが旧耕作土層である。旧耕作土層除去後、現地表

面下約 O.5mで近世の落込みを検出した。現地表面下約 O.7mで土砂堆積(灰黄褐色中砂~粗砂)

を確認しており、上面で平安時代末から中世の遺物を含む遺構を検出した。2トレンチでは5

層までが旧耕作土層である。9層は 1・2トレンチに広がる土層であるが、時期は不明である。

なお、 1トレンチの 19層・ 20層・ 21層(明黄褐色中砂~粗砂・にぶい黄燈色粗砂・浅黄色中

砂~粗砂)は、 2トレンチで確認した 10層(砂層)に対応する。ボーリング調査の結果、そ

の堆積を T.P.+49.0mまで確認したが、地山は検出していない。

遺構 1トレンチでは近世の耕作に関連した小溝群と、概ね中世に形成されたと考えられる

溝・落込み・ピットなどを検出した。 2トレンチでは、中世から近世にかけての耕作に伴うと

考えられる土層を確認したが、平面的な広がりは見られず、遺構は検出していない。
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落込み1 1トレンチ西端部で検出した。幅1.9m以上、深さ 0.2m以上、検出長南北約9mを

測る。西側に深くなることから(西端で約1.Om)、南北方向に走る溝か、南北方向に一段低く

なる段差の可能性が考えられる。土師器片が出土した。

落込み2 北東隅で検出した。南北4.0m以上、東西2.7m以上、深さ 0.2""'0.3mを測る。瓦器

椀・土師器皿が出土した(図 14-1・2・4・5・6・7、図版9-1・6)。

溝1 幅O.7m""'1. 3m、深さ O.3m、検出長約8.0mを測る。南北方向の溝で、トレンチ北半部で

途切れる。瓦器椀底部片が出土した。(図 14-3) 

溝2・3 幅0.4m、深さ O.1mを測る溝で、落込み2を切る。

3. 上の山遺跡2014-1次調査(図4)

(1)調査地の概要

上の山遺跡は、天野川左岸に面した段正を中心に立地した集落遺跡で、旧石器・縄文時代晩

期、弥生時代から奈良時代、中・近世の遺構が検出され遺物が出土している。西に枚方市の茄

子作遺跡が隣接し、南北に東高野街道が走る。調査地は遺跡範囲の西端に位置し、開析谷斜面

にあたる。北に向かって低くなる傾斜地に立地し、標高はトレンチ北端でT.P.+23. 5m、南端で

T.P.+23.9mを測る。南北方向に 1箇所トレンチを設定した。

(2)調査結果

層序現地表面下約 O.3mまでが近現代の整地土層である。その直下の7層上面で溝を検出し

た。 7層は灰黄褐色シルトブロックが混じる土層で、土師器・須恵器の細片が出土した。

遺構溝1条を検出した。

溝1 幅1.2m、深さ 0.4mを測る南北方向の溝。埋土は2層に分かれる。時期は不明であるが、

位置的には東高野街道に関連した遺構(側溝)の可能性が考えられる。

4 馬場遺跡2014-1次調査(図4)

(1)調査地の概要

馬場遺跡は土生川の右岸、南東方向へ延びる尾根斜面に立地した遺物散布地で、おもに中世

の遺物が出土している。また、埴輪片が出土したことから近辺に古墳が存在した可能性が指摘

されている。北に天田神社遺跡が位置する。調査地は遺跡範囲の南西部に位置し、標高は調査

地西端でT.P.+42. 5m、東端でT.P.+40.6m、トレンチの位置でT.P. +41. 3mを測り、緩やかな東

傾斜面に位置する。調査地の中央よりに 1箇所、東西トレンチを設定した。

(2)調査結果

層序 現地表面下約 0.3m""'0.6mまでが現代盛土である。 8層(地山・浅黄色砂磯土層)上面

で土坑を検出した。盛土から土師器小皿(図 14-30・31)、円筒埴輪片(図 14、図版9-32)が

出土した。

遺構土坑1基を検出した。

土坑1 トレンチ南端、地山面 (T.P. +40. 6m)で検出した。現状では不整な半円形を呈し、径

1.旬、深さ 0.45mを測る。南側はトレンチ外で全形は不明。
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遺跡位置図

遺跡範囲外鼠掘2014-2次・北代遺跡調査位置函2014-1次開査 トレンチ位置図

図5 遺跡範囲外(倉治8丁目)2014-2次・北代遺跡2014-1次調査位置図

5.遺跡範囲外(倉治9丁目)2014-1次調査(図4)

(1)調査地の概要

がらと)11の右岸に広がる低地部に位置する。現況は水田で、標高は トレンチの地点で

T.P. +27. 5mである。調査地の北西端にトレンチを1箇所設定した。

(2)調査結果

層序 現地表面下約 O.4mまで耕作土層が続き、その直下約 O.4rn(T.P.+26. 7m)まで礁が混じ

る褐灰色系のシノレト層が堆積し、その下層は組砂層となる。粗砂層は T.P.+26. 3mまで確認し

た。遺構は検出されなかった。また、遺物は出土していない。
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表3 遺跡範囲外(倉治8丁目)・北代遺跡 遺構・遺物一覧

トレンチ番号
現地表面から遺構面までの深さ/

遺構 遺物
下層確認の標高/地山検出面の標高

1トレンチ
T.P.+32.44m~.P.+30.6ml 

足跡面3面(中世)
土師器23、瓦3、須恵器7

T.P. +29. 60ml ー など

2トレンチ
T.P.+33. 74m~T.P.+32. 7皿/

洪水砂(近代)、自然流路 陶磁器1
T. P. +31. 97皿IT.P. +33. 25m 

3トレンチ
T.P.+33.43m~T.P.+31.95m 1 

足跡(中世) 土師器2
T. P. +31. 35ml ー

4トレンチ
T. P.+34. 00田~T.P. +33. 05皿/ 溝2条(中世)、小溝群・掘立柱建 土師器53、 瓦25、須恵器
一 IT.P.+33.65m 物1棟・柵列2条(奈良時代) 5、陶磁器2

5トレンチ
T.P.+34.45m~T.P.+32. 801 

自然流路
土師器30、 瓦4、須恵器

一 IT.P.+33.35m 16、 陶磁器2

6トレンチ
T. P. +34. 80皿~T.P.+33.441

自然流路、込み1
土師器48、須恵器 13、陶

T. P. +32. 60田I/T.P. +33. 50皿 磁器5、黒色土器3

7トレンチ
T. P. +35. 50阻~T.P.+35. 15皿/ 溝1条、小溝17条、掘立柱建物2 土師器25、瓦 10、須恵器
T.P.+35. 15m/T.P.+34.20阻 棟 6、陶磁器2、黒色土器2

8トレンチ
T.P.+35.32m~T.P.+33.25回/

自然流路 土師器 14、瓦2、須恵器8
T.P. +32. 10m/T. P. +33. 30皿

9トレンチ
T.P.+36.20m~T.P.+35.55皿/

小土坑4、小土坑6
土師器 27、瓦 5、須恵器

T.P. +34. 20ml ー 14 

10トレンチ
T.P.+37.94m~T.P.+37.24ml 

溝1
土師器 35、瓦 3、須恵器

T.P. +35.55皿/ー 29 

11トレンチ
T.P.+38.82m~T.P.+37.40ml 

落込み なし
T.P.+36.50皿/ー

12トレンチ
T. P. +39. 05皿~T.P.+38.25皿/

溝1、落込み2、土坑2
土師器 109、瓦22、須恵器

T.P.+37.15m/T.P.+38.40m 8、 石器事l片3

6. 遺跡範囲外(倉治8丁目)2014-2次調査・北代遺跡2014-1次調査(図5'"10、図版2"'4)

(1)調査地の概要

調査地(東西約 450m・南北約 200mの範囲)は、がらと)11の右岸にあたる倉治8丁目に位置

する。一帯には水田がひろがり、低地部における遺構の確認を目的に、地形の傾斜に直交する

ようにトレンチを一定の間隔で 12箇所設定した。調査地の標高は西端の 1トレンチが最も低

くT.P.+32.44m、東端の 12トレンチが最も高く T.P.+39.01mを測り、全体的に東から西へと傾

斜している。現況では緩やかな傾斜面に水田が並ぶ印象を受けるが、 5-6・8トレンチでは

T. P. +32. 8m ........T. P. +32. 5mで粗砂・砂磯・シルト層が厚く堆積した自然流路を検出しており、

低地部は、尾根から舌状に延びる微高地に沿うように入り込んだ、谷地形で、あったことが推定さ

れる。ちなみに、この谷地形の西方へIの延長部が、調査地から約 500m離れた遺跡範囲外(倉

治9丁目)2014-1次調査で確認されている(図4)。

一方、谷地形の南側、尾根筋の微高地に設定した4トレンチでは T.P.+33.60m、7トレンチ

では T.P.+35.20mで奈良時代の掘立柱建物や中世の溝などを検出している。 7トレンチの北側

延長上に位置する 5・6トレンチでの地山検出面はT.P.+33. 5mを測り、約1.7mの比高が見ら

れる。 4-7トレンチともに、奈良時代には居住域が形成されるが、中世には小溝・溝など耕

作に関連した遺構を検出している。このように旧地形を見ていくと、谷地形を臨む微高地は中

世以降の水田開発により頂部が削平され、逆に、谷地形は徐々にかさ上げされて、生産域とし

て整地と耕作が繰り返され、現況の緩やかな傾斜の地形に移行したものと推定される。

なお、明確な遺構が検出されなかった4・7トレンチ以外の調査結果に関しては表3のとお

9 



}

る

s

h

刊

明

叩

バ

じ

九

九

込

引

U

E

混

に

飢

土

土

飢

切

り

吋

と

到

団

土

が

土

質

質

り

砂

土

偶

じ

ツ

土

の

h

土

質

土

土

土

質

土

枯

砂

粘

じ

色

土

質

砂

土

混

ロ

土

枯

土

び

り
粘
り
り
り
粘
り
り
り
り
混
灰

p
粘

り

粘

土

プ

粘

土

り

粘

U

土
じ
り
じ
じ
じ
り
じ
じ
土
じ
じ
土
談
じ
り
じ
土
り
粘
土
土
り
り
じ
り
公

作

混

じ

混

混

混

じ

混

混

粘

混

混

枯

混

じ

混

粘

じ

粘

粘

じ

じ

混

じ

耕
砂
混
砂
砂
砂
混
砂
砂
質
土
砂
砂
土
砂
混
砂
質
混
砂
質
砂
砂
色
混
砂
混
砂
混
土
砂

現
租
砂
組
組
組
砂
粗
租
砂
粘
組
組
枯
組
砂
祖
砂
砂
組
砂
組
粗
灰
砂
粘
砂
租
砂
粘
粗

色
色

ヒ

黒

原

器
一
能
附
一
器
一
色
色
色
耐
色
色
色
色

M
M色
色
随
随
色
色
色
陪
肺
一
色
色
色
鮎
陥
鮎

黒
灰
明
褐
褐
黒
赤
灰
灰
黄
灰
灰
黒
灰
オ
オ
灰
炭
暗
暗
灰
灰
灰
暗
黒
灰
灰
黒
黒
掲
黒

1

2

6

1

1

2

2

1

1

1

 

ν
v
v
v
/
h
h
a
q
H
E何
I

T

H

-

-

u

q

T

r

f

I

1

E

b

a

u
明
沌
ヨ
ノ

ν
u
M
b
1
ν
h
w
Z
J
l
i
v
u
u
u
w
Z
温
海

U

m
m
H
M
H刊
明

同

判

的

m
m
m
U判
m
U品
川
刊

A
m
m品
川
仙
川
開

m
m
m
m
m
m

7
7
M
M
M
叩
問
問

M
N
Z
1
剛
町
四

7
町
剛
山

N
N
N
M
N
阻

7
7
7
叩
叩
叩

Z

:

!

l
』

E
'
i
1
3
』

0
1
2
3
4
5
8
7
8
8
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0

1
2
2
4
5
5
1
2
5
ト

1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3

一s

一

一

1
-
2
-
-
5
 

T.P+32.0 

JFZ乏三三宮安三三百
一一一--t n 「一一

L_'_o -_J 
T.P.+30.0 

1トレンチ東壁土居断面図

dμ 
と
地
土
自

土

土

土

質

u
u

士

ω
ω
ω
湘
叫
勉

作
混
混
混
以
砂

務
砂
砂
砂
砂
混
質
土

現
組
組
組
組
砂
粘
粘色

色

色

憧

色
黄
褐
色
色
い

色
灰
色
灰
赤
禍
灰
五

畢
暗
黒
暗
明
明
褐
に

げ

8
1
3

1

2

3

/

/

/

 

剛

3

3
航

M
雨
間
同

町

M

M
町
間
町
町
町

7
N
N
Z
S
7
7
7
 

1
2
3
4
5
8
7
 

E w 

I Nl.5/0 黒色 租砂混じり土現耕作土
2 5Y3/1 オリーブ黒色砂混じり土マンガン混じる
3 2.5Y8/1 貧灰色 細砂
( 10VR5/3にぷい黄褐色粘貿細砂
2.5V4/1 貨灰色 細砂混じり粘土に
7.5河川灰色 細砂プロック混じる
8 2町4/1 貰灰色 砂混じり粘土
7 2.町4/1 賞灰色 粘土
8 N2.lO 黒色 砂混じり粘土{担砂多}
9 5V5/1 灰色 祖砂
10 N3/0 暗灰色 組砂混じり粘土
11 2.5V8/1 黄灰色 組砂(踏み込み}
12叩YR2/1膜色 担砂混じり粘土
13 10Y同月黒縄色 砂混じり粘土
14 2.町3/1 黒褐色 組砂小石栓混じり

γ一ー

国 β¥::::::一二一一上

2トレンチ北壁土層断面図

E 

叩
昨
町
田

T.P.+32.0 

一一一 1 5Y2.ll 黒色 現代務作土
叩胃砲12灰貧褐色土 組砂黒色土・砂暖混じり
3 IOYR8/3 にぷい黄極色土
4 7.5Y問 14にぶい縄色土
5 2.5Y8/3 にぷい黄色土
8 7.5YR4/4褐色土 組砂 ..'1、石位混じり
7 5YR5/2 灰褐色土
8 7.5VRlI4にぷい橿色土
9 5VR4/2 灰褐色土
10 2.5VR1I8笹色土

一一一11 5YR512 灰褐色土
12 5Y防 11 褐灰色土
13 2.5Y1I2 灰黄色土

砂混じり

地山

3トレンチ北壁土層断面図

13 

T.P.+，おO

2m 。
4トレンチ北壁土層断面図

遺跡範囲外(倉治8丁目)2014-2次・北代遺跡2014-1次調査土層断面図

10 

図6



1 5GY3/1 暗オ世ープ灰色緋作土
2 2.5Y6/6 明貧褐色 童書作土
3 2.5Y6/6 明黄禍色 緋作土
4 2.5Y5/6 黄禍色土
5 2.5Y5/6 黄褐色土
6 10YR5/2灰黄禍色土

s 同，YR612灰黄褐色土
8 10YR612灰黄禍色土
9 2.5Y6/2 灰黄色
叩 2.5Y6/2 灰黄色
11 2.5Y6/1 黄灰色

12 2.5Y6/2灰黄色

鉄分沈着
組砂(自}プロック混じり
砂混じり(プロシク状)
9届よりも明色
5GY6/1小プロックが混じる
極砂混じり
組砂砂磯混じり
組砂
砂混じり粘土
粘土小プロァク混じり
砂醸混じり組砂
粘土
粘土
粗砂
組砂
砂礎混じり粗砂
枯土地山

17 

色
色
色
色
色
色
色
色
色
色
色

白
色
白
灰
灰
白
灰
褐
出
自
白
灰

灰
灰
灰
黄
黄
灰
賀
県
灰
灰
灰
膏

，，
.
E

・E
・E

・E
・
-
-
-

7

f

/

/

l

/

/

l

l

f

 

刷
。
刑
判
判
配
判
四
日
即
日
航
国

幻

W
幻
幻
幻
町

U
U
町
町
印
刷
担

3
4
5
8
7
8
9
0
1
2
2
 

t
t
1
t
t
3
3
2
2
2
2
 

ぺ一3
-
2
-

E---

2-
1 5GY3Il 暗オリーブ灰色務停土小石混じり
2 10YR5/1 褐灰色 砂勉混じ9
3 10YR6/1 褐灰色 砂粒混じり 2層よりも明色

石位混じり
4 10YR7/1 灰白色 a 

2・3層の明褐色土の混じりなL
5 柚YR7/1 灰白色 4層に灰白色粗砂が多〈古む
6 10YR4/1 掲灰色 4層よりも暗色明褐色混じり

t 一一一?叩明4/1 褐灰色 6層に明褐色が強〈混じる
ー S 8 10YR5/1 褐灰色 砂粒混じり砂質土

9 5B8/1 青灰色 砂礎混じり粘質土
10 5BG5/1 青灰色 粘質土 9眉よりも暖色
11 N4/1 灰色 枯質土白色粒少ない
12 N4/1 灰色 粘土
13 2.5GY2Il黒色 粘土
14 2.5GY2Il黒色 粘土白色粒告し混じる
15 7.5GY8/1緑灰色 白色位混じる粗砂多く混じる
16 5GY5/1 オリーブ灰色 粘土植物遺体含む

一 _175GY4/1 暗オリーブ灰色粘土植物遺体吉む
同 7.5GY7ノ1明緑灰色 粘土植物遺体官む
同 7.5GY5/1緑灰色 粗砂 3......5mm大の砂位混じる

地山

10 

ー町、旬ーー

T.P.+33.0 

6トレンチ東壁土周断面図

一邑
O

B

|

一一一一一2 ← 三玉三ヨ ;…色耕土2.5Y8/1 貨灰色 下層田小プロック混じる
Z町818明貧褐色
句2.5Y6品質筒色 下層の白色位

' τ:ー-. 2.5Y8/8明黄禍色マンガン混じり土舟小プロック吉む
1'. 4…褐色マンガン踏む地山

ト一一ー一一一-一一一一一一一一一ー一一一ー一一一一一一-(

T.P.+34.0 

7トレンチ西壁土層断面図

現緋作土
緋作土霊地
緋作土盤地
緋作土整地

うすく砂を噛んでいる
砂踏み込み
黒色粘土プロック混じり
黒色粘土プロック混じり
粘土植物遺体古む
粘土
砂磯混じり
小プロック混じる
砂穣混じり
砂

/ 
23 

し一一-一一一ー一一一'一一一ー一一一ー一一一ー一一一ー一一一 。 z悶

sトレンチ東壁土居断面図

図7遺跡範囲外(倉治8丁目)2014-2次・北代遺跡2014-1次調査土層断面図

11 



2 ご二二÷ーコ了
! ←"--<て=二-------一一ー(¥ム にノ I

ヒー :一一/ーゴ~謹旦・ 一

ト一一一一一-一一一一一一一ー

gトレンチ東壁土層断面図

仁二 = ===r:::J 

TP.+37.0 

N 

l 

目。|
14 

「一一ー -一一一-一一一一-一一一ーー一一一同一一一-一一「

10トレンチ東壁土層断面図

T.P.+38.0 

s 

14 

-ーーーー『ーー・ーー← 15 一一一一------一一一-一一一一ー
11トレンチ西壁土層断面図

T.P.38.0 

16 

17 
T.P.+37.0 

12トレンチ東皇室土層断面図

s 

N 

。

1 10YR2l1 黒色 緋作土
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3 10YR512灰黄褐色土
4町同12 灰褐色 石盤・白色粧を含む

硬くしまっている
5 叩GY7ハ明儀灰色 部分的に徴砂吉む

祖砂細砂含む
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7 2.5GY7/1明オリーブ灰色粗砂ラミナみられる
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地山
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りである。また、遺物は、 11トレンチを除いて各トレンチで出土しているが、全体的に小片な

いし細片にとどまる(図 14-8 ""'29)。低地部の 1・5・6・8. 12トレンチでは比較的出土量

が多いが、砂・砂磯・粘土の自然堆積層からの出土が多く、尾根筋の微高地に営まれた住居域

で使用されていたものが流れ込んだ可能性が高いと考えられる。

(2)調査結果

4トレンチ(図6・9)

層序 現代耕作土(1層)、近現代に耕作で形成された土層 (2層""'5層)と洪水砂 (6・11

層)を掘削後、 T.P.+33.65mで地山層(灰黄色土層)と中世の溝2の埋土を確認し、その上面

で近世の耕作に関連した小溝群を検出した。中世の溝、奈良時代の掘立柱建物・柵列はトレン

チ中央部の地山層上面で検出した。

遺構

小溝群 幅約 0.2m、深さ約5cmの畝間の溝と推定される。北西一南東方向に5条と北東一南

西方向に4条がほぼ直線的に走る。

溝1 幅0.4m、深さ O.15mを測る。断面形状は逆台形を呈する。埋土は1層(にぶい櫨色土)

で瓦器片・土師器片が出土した。

溝2 トレンチの西側で検出。西肩がトレンチ外で、溝幅・方向などは不明。現状では東肩の

北側が 2.75m以上、南側が 4.45m以上、深さ 0.65cmを測る。最終的には近代の洪水砂層 (6・

11層)が堆積する。

掘立柱建物1 南側がトレンチ外、西側が溝1・2に削られ、全体の規模は不明である。梁行・

桁行の確定は不可能だが、検出長の長い北側柱筋から求められる主軸はN-62
0 -wを示す。

北側柱列2間 (3.2m)以上×東側柱列1間(1.55m)以上の規模を有し、検出した部分での柱

間寸法は、桁行北側が北東隅柱穴(柱穴 11) より西へ1.60m (柱穴8)、1.60m (柱穴4)、梁

行東側が北東隅柱穴(柱穴 11) より南へ1.60m (柱穴 10)を測り、等間である。柱穴掘方の

平面形は隅丸方形(長軸約 0.65mX短軸約 0.45m)ないし不整円形(径 0.5m)を呈し、深さは

O. 3m'"'"'0. 4mを測る。柱穴掘方の埋土は地山層と類似した黄灰色系の砂質土で、径約 O.15mの柱

痕跡を確認した。柱穴 10より須恵器片が出土した。

柵列1 トレンチ外へ南北方向にのびており、全容は不明である。中世の溝2の東肩部で検出

した。主軸はN-16
0 -wを示す。 2間 (3.2m)以上で、柱穴1より南へ1.55m (柱穴2)、1.60m 

(柱穴3)を測る。柱穴掘方の平面形は不整楕円形(径 0.5m)を呈し、深さは 0.3m""'0.4mを

測る。柱穴掘方の埋士は地山層と類似した黄灰色系の砂質土で、径約O.15mの柱痕跡を確認し

た。柵列1と柵列2の柱筋は約1.2mの間隔でほぼ平行して延びる。

柵列2 トレンチ外へ南北方向にのびており、全容は不明である。主軸はN-16
0 -wを示す。

現状では2間 (3.2m)以上で、柱穴5より南へ1.55m (柱穴6)、1.60m (柱穴7)を測る。柱穴

掘方の平面形は不整円形(径 0.4m)を呈し、深さは 0.3m""'0.4mを測る。柱穴掘方の埋土は地

山層と類似した黄灰色系の砂質土で、径約O.15mの柱痕跡を確認した。柱穴7より須恵器、土

師器の細片が出土した。
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7トレンチ(図7・10)

層序 近現代に耕作で形成された土層 (1層・現耕作土'"'"'2層・明黄褐色系の士層)を掘削後、

3層(明黄褐色土)上面 (T.P.+35. 25m)で中・近世の溝と小溝群、 4層(地山・明黄褐色土

層)上面 (T.P. +35. 15 m)で奈良時代の掘立柱建物を検出した。

遺構

第 1遺構面

小溝群 幅約 0.2m、深さ約5cmの畝間の溝と推定される。溝は北東一南西の方向が5条と、

それにほぼ直交する4条を検出した。

中世溝トレンチの東端部に位置する。幅約 0.5m、深さは北端で約 15cm、南端で25cmを測り、

北東一南西方向に直線的に走る。断面形状は緩やかな皿形を呈し、溝底は局所的に凹凸が見ら

れる。埋土は大きく 2層に分かれ、下層には粘性の高い灰褐色系の土層が見られる。瓦器片・

土師器片が出土した。

第2遺構面

掘立柱建物1 西側がトレンチ外にあたるため、全体の規模は不明である。梁行・桁行の確定

は不可能だが、検出長の長い東側柱筋から求められる主軸は南北を示す。東側柱列2間 (3.0m)

以上×南側柱列1聞(1.5m)以上を有する。検出した部分での柱間寸法は、桁行東側が南東隅

柱穴(柱穴 16) より北へ1.55m (柱穴 15)、1.45m(柱穴 13)、梁行南側が西へ1.5m (柱穴7)

を測る。柱穴掘方は隅丸方形(長軸約 0.6mX短軸約 0.4m) ないし不整円形(径約 0.5m) を呈

し、深さはO.3m'"'"'0. 4mを測る。埋土は黄灰色系の砂質土で、約 0.2mの柱痕跡を確認した。

掘立柱建物2 東側が落込み1、さらに東・南側がトレンチ外にあたるため、全体の規模は不

明である。梁行・桁行の確定は不可能だが、検出長の長い西側柱筋から求められる主軸は南北

を示す。西側柱穴列は2間 (3.5m)以上、北側柱列は1間(推定1.5m)以上の規模を有する。

西側柱穴列の柱間寸法は柱穴6より南へ1.75m (柱穴5)、1.75m (柱穴2)を測り等間である。

柱穴掘方の平面形は不整円形(径約 0.5m)を呈し、深さは 0.3m'"'"'0.4mを測る。埋土は黄灰色

系の砂質士で、径約 O.15mの柱痕跡を確認した。柱穴5より須恵器片が出土した。

7.森遺跡 2014-1次調査(図 11"""'13、図版5、表4)

(1)調査地の概要

森遺跡は、交野山から西へ延びた尾根裾と扇状地を中心にして立地した生産・集落遺跡であ

る。 1956年の町道建設に伴う発掘調査以来、調査が積み重ねられ、弥生時代後期から中・近世

に至るまでの遺構が検出され、遺物が出土している。また古墳時代中・後期には鍛冶関連の遺

構・遺物を確認している。調査地は遺跡範囲の北西部に位置し、現況は水田である。試掘トレ

ンチを北西一南東方向に3箇所設定した。現地標高は T.P.+29.50mを測る。

(2)調査結果

層序調査地北半部に設定した 1・2トレンチでは、現地表面下約 0.3mで、第1遺構面、現地

表面下約 0.5mで、第2遺構面を確認した。第2遺構面の基盤層である 4層は硬く締まる砂・シ

ルト層。一方、調査地南半部の3トレンチでは第1・第2遺構面は検出されず、現代耕作土層・
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図 11 森遺跡2014-1調査位置図 E トレンチ位置図

表4 森遺跡主要調査地一覧

o 
口
山[ハ
υ

3トレンチ

U 

。 10 20m 

番号 調査次数 報告書 番号 調査次数 報告書

1 1996-3次 森遺跡V 25 2007-4次 平成19年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要
2 1996-3次 森遺跡V 26 1989・3次 森遺跡E
3 2010-1次 平成22年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要 27 1990-4次 森遺跡E
4 2008-3次 平成20年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要 28 1988-2次 森遺跡I
5 2009-7次 平成21年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要 29 1988-2次 森遺跡I
6 2010-5次 平成22年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要 30 1990-4次 森遺跡皿
7 1999-2次 平成 11年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要 31 1990-4次 森遺跡皿
8 2000-5次 平成 12年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要 32 1992-8次 平成4年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要
9 2001-3' 4次 平成 13年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要 33 2003-1次 平成15年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要
10 1996-4次 森遺跡VI 34 1991 森遺跡IV

11 1997-5次 森遺跡VII 35 2010-7次 平成22年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要

12 2004-1次 平成16年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要 36 1996-2次 平成8年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要
13 2001-8次 森遺跡lX 37 2009-3次 平成21年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要

14 1996-4次 森遺跡VI 38 2007-5次 平成19年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要
15 2000・1次 森遺跡VIII 39 2003-5次 平成15年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要

16 1995-2次 森遺跡V 40 1992干次 森遺跡V
17 1999-7次 森遺跡VII 41 1992・4次 平成4年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要

18 1995-2次 森遺跡V 42 1993-6次 平成5年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要
19 2001-10次 平成13年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要 43 1993-10次 平成5年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要

20 1996-8次 平成8年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要 44 1992-6次 書遺跡1992-6政調査報告書・交野郡街跡1993-1政調査報告書
21 1997-3次 平成9年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要 45 2000-6次 平成12年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要
22 2009-8次 平成21年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要 46 2000-8次 平成12年度交野市埋蔵文化財発振調査概要

23 1995-1次 森遺跡V 47 1993-7次 平成5年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要

24 森遺跡W 48 2001-2次 平成13年度交野市埋蔵文化財発掘調査概要
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整地土層の直下に砂礁と砂、粘土が交互に堆積し (4層'"'-'14層)、現地表面下約1.Om 

(T. P. +28. 50m)で 15層(黒色粘土層)を確認した。 15層が第3遺構面の基盤層にあたり、そ

の下層は灰色のシノレト混じり砂磯の自然堆積となり、T.P.+28.00mまで砂礁の堆積を確認した。

なお、 1トレンチで検出した黒色粘土層 (18層)と 2トレンチの黒色粘土層 (15層)は3

トレンチ第3遺構面の基盤層である黒色粘土(15層)に対応する。

遺構

1トレンチ

第1遺構面 土坑5基と、北西隅で西側へ緩く傾斜する落ち込み1を検出した。それぞれの土

1トレンチ西壁土贋断面図

T.P.+29.3 

E 

2トレンチ西壁土層断面図

子? 一一士キー一一l
T.P.>29.0 ¥¥、../

す r一一一一一 1011 一一ーイ守一
た二二一一 12 13 14 / 

、一一-一一一一一ー

3トレンチ北壁土層断面図

T P+28o l 

w E 

にー」L-J
aトレンチ西壁土層断面図

2 

立さ竺B 、
s 

?一一一一一一-.5.

刊ー 「\12~一一一一一 1 

→一一一守;
図12森遺跡2014ー 1次調査土層断面図

18 

緋作土
床土

師"'じ混土

層

E

車

泡

制

仕

組

嘆

h

u

色

士

山

砂

土

土

地

M

灰

坦

混

担

り

り

均

vu
〆

ド

レ

V
M

引
臥

土

土

土

土

土

混

土

抗

土

土

混

土

混

置

質
質
質
質
質
砂
質
ン
質
質
砂
質
砂
砂
砂
ル
土

砂
砂
砂
砂
砂
粗
砂
マ
砂
粘
租
砂
組
組
組
シ
粘

色

色

色

褐

色

灰

色

色

灰
プ
褐

E

プ

E
褐
禍

プ

-

プ

自

一

定

プ

プ

色

色

一

リ

一

色

褐

色

リ

色

色

黄

一

一

色

褐
灰
色
リ
ォ

F
色
褐
黄
黄
オ
色
褐
褐
灰
リ
リ
灰
色

灰
青
灰
オ
暗
オ
禍
黒
灰
灰
暗
褐
黒
黄
暗
オ
オ
縄
県

8

3

2

2

4

t

l

l

 

4々
u
w
帽
川
崎
崎

M
M
M
屯
屯

M
M
M町
内

ι
叫
匂
山
山

m
m
m
m
m
m
m
w
…mm
m
m
m
m
m
m
m阿
川

T

，。ι
'
'
吻

ι
'
a

。ι削
H
H
H
U
H
'
t
m
'
ι

、，
HH
命

ι

，‘，，
ha'』
H
H
"
“

3
4
5
8
7
8
9
刊
日
目
日

H
日
間
打
回
目

一N

面出時
日
出
町
噌

ト
ト
眠
ト
土
土

レ
品
レ
質
質

-w-w胞
加
砂
砂
防
砂

り
り
事
り
り
り

E

り

じ
巴
じ
じ
じ
昌
じ
土
土
土

混
混
叫
混
混
混
に
混
質
質
質

鹿
積
肋
穣
由
喜
一
皿
礎
一
端
一
端
一
地

砂
砂
町
砂
砂
砂
様
砂
口
山
口

土
細
細
混
細
細
細
砂
中
混
混
混

作
機
~
~
砂
~
~
~
色
雌
~
砂
砂
砂
土
土

耕
砂
中
中
畑
中
租
粗
褐
砂
細
細
細
細
粘
粘

色褐黄
色

色
色
色
色
色
色
色
色
い
黄
色
色
色

褐
黄
褐
灰
灰
褐
褐
灰
ぷ
灰
灰
褐
色
褐
色

黒
浅
黒
褐
褐
暗
暗
黄
に
靖
貧
鳳
黒
黒
黒

z

j

1

1

2

3

3

1

2

1

1

1

 

/
4
3
/
/
/
/
1
/
2
1
ノ

/

/

/

m
w
w珊
胴

問

問

附

認

認

m
m
m

u
z
z
H
H
U
U
Z
H
Z
Z

“H
H
U
 

1
2
3
4
5
8
7
8
9
同
日
世
間
同
時

1 10Y悶12黒褐色
2 10Y悶凡褐灰色 租砂積混じり砂質土
3 2.5Y6/1 黄灰色 細砂混じり粘置土
10YR4/3にぷい黄褐色細~組砂混じり砂賀土
lOY同/6前褐色 と粘土のE届
5 10YR3/1黒褐色 中~細砂混じりシルト
6 10Y抱月黒色 細~中砂混じり粘質土
7 10YR4/1褐灰色 シルト混じり砂醸
8 10Y悶/1褐灰色 擁混じり細砂
9 10Y間/1褐灰色 粘土+シルト
1010Y阻A 黒色 粘土
11 10Y同月鳳褐色 粘土
日 7.5Y5/1 灰色 中~細砂混じりシルト
13 10Y5/1灰色 シルト混じり砂磁

ス
w

回

-

ド

レ

配

土

E

土

贋

晦

渇

馴

舵

開

制

問

日

酬

一

り

酬

土

蹴

峠

じ

砂

万

事

り

混

の

じ

の

質

量

礎
る
じ
土
揖
混
下
粘
少
礎

醸

士

郎

土

雌

蕊

脚

官

官

晶

崎

明

柵

ト

ト

協

柵
土
劃
抑
制
咽
胴
磯
市

r
t粘
畑
中
粘
肝
一
鳩
山
山

M

M

細
噂

~
作
離
~
代
離
砂

4
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
砂
田
ル
混
土
土
土
~
レ

租
餅
砂
粗
現
砂
中
「
細
細
細
租
中
組
細
細

M
シ
磁
粘
粘
粘
中
、
v

色

色

色

色

灰

色

黄

色

色

黄

色

禍

黄

禍

灰

灰

灰

灰

色

色

色

褐

色

黒

暗

黒

暗

黄

禍

暗

褐

鳳

黒

鳳

黒

E

t

1

8

t

V

1

 

zwmmwmw町M
W

1

2

1

2

2

1

2

1

1

1

1

1

 

1

2

3

4

5

8

7

8

9

叩

nu 

11 10YR1.7ハ黒色

12叩百羽/1 縄灰色
13凶YR5/1 禍灰色
14 IOYR5/1 黒褐色
15叩YR2Il 黒色
同 10YR3/1 黒褐色
17 7.5Y5/1 灰色
18 10Y5/1 灰色

。 2m 
;;;;;;;;;;;;l 



τ 

1トレンチ第百遺備面

T 

<1 

1トレンチ第2遺櫛面 ¥ ¥ ¥ ¥¥ 

¥ ¥ ¥ ¥ 

r 

暖酵1

④ 
--=;::ζコニニF
嵯畔3

~ι4ニミミ』

L 
J --3トレンチ第3遺構面

。

図13森遺跡2014-1次調査平面図

坑からは須恵器と土師器の細片が出土している。

第2遺構面南東隅でピット 1基と土坑1基を検出した。遺物は出土しなかった。

2トレンチ

第1遺構面 ピット 2基と土坑1基を検出した。土坑1より白磁椀・瓦器椀・土師器皿・須恵

器の高杯脚部片などが出土した(図 14-33"'-'36)0 1トレンチの第2遺構面にあたる 8層上面
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では遺構は検出されなかった。 T.P.+28.6mで第3遺構面の基盤層である第 15層を確認した。

3トレンチ

第3遺構面 T.P.+28.6mで第3遺構面を検出した。第3遺構面(15層・黒色粘土層上面)で

は北東から南西方向に延びる畦畔3条と溝1条を検出した。遺物は出土しなかった。調査地の

南西部に位置する 95-2次調査において T.P.+28. 6m付近で弥生時代の洪水堆積層が確認され

ており、第3遺構面検出の水田は、弥生時代もしくは古墳時代に遡る可能性が考えられる。

8 岩倉開元寺跡・交野山石切場跡 2014-1次分布調査(図 15"'19、図版6"'9)

(1)分布調査の経緯と目的 交野山には山麓の神宮寺の集落から山頂へと続く山道に石仏が点

在する。この道が「石仏の道」と呼ばれ、山岳寺院・岩倉開元寺跡への参道で、あったと考えら

れている。岩倉開元寺跡については、交野考古学会による踏査成果と昭和 31年(1956年)に

実施した発掘調査成果がある。そして、その後も出土・採集瓦の再整理を通して、創建時期・

再建時期等について検討がなされてきた(交野考古学会 1956/1957a/1957b・吉田知史2012)。

ところで、交野山は急傾斜地・急渓流が多く、近年の大雨による山腹崩壊・土石流などの土

砂流失で、石造物群や斜面の平坦地に分布する岩倉開元寺僧坊跡の現状調査が求められている。

さらに、西北尾根とその斜面で矢穴石群が発見されていることから、基礎資料の作成と交野山

における石切場という生産遺跡を含めた岩倉開元寺の寺院活動を再検討するため、遺跡の分布

調査に取り組むこととした。

なお、調査対象地に設定したのは、岩倉開元寺跡の遺跡範囲の南半部にあたり、瓦・土器類

が散布する交野山南西斜面と、山頂から西北約 500m降った矢穴石が分布する尾根(頂部標高

188.5m)の2箇所である(図 15)。

(2)岩倉開元寺跡分布調査

調査範囲 交野考古学会の踏査で、山腹斜面の尾根上に 20数箇所の平坦地を確認している。

瓦が採集されており、僧坊跡と推定されている。その成果を踏まえて、分布調査は石仏の道の

奥にある阿弥陀三尊磨崖石仏を約 200m登った岩倉開元寺跡の「馬かけ場J(標高 231.9m)から

A地点塔礎石検出地(標高 275m)へ続く谷筋を中心に、以下の3地点、の範囲で実施した。

第1地点 「馬かけ場」とその北側谷筋(標高 200m"'"'標高 230m)にあたる範囲である。

崩落して谷底に埋積したマサ土に、瓦器椀・瓦質土器・丸瓦・平瓦・碍・土師器皿・石材・

火熱を受けた瓦が散布していた。常滑奮(図 16、図版9-44)、隅瓦(図版9-49)などを採集

した。丸瓦や隅瓦の残存状況が良好であり、近辺の「馬かけ場」北側の尾根の平坦地から谷筋

に流れ込んだものと推定される。

第2地点 第1地点から東へ約 100mの離れた緩傾斜面(標高 240m付近)、「イ二王門jの北側に

あたる範囲である。

谷を埋めたマサ土の堆積は厚く、瓦器椀・瓦器皿・瓦質土器・巴文軒丸瓦・平瓦・土師器皿・

火熱を受けた瓦が散布していた。東播系鉢(図 16、図版9-47)、輔羽口(図版9-48)、雁振瓦

(図版9-50) を採集した。

第3地点 A地点塔礎石検出地の北西側谷筋(標高 280m"'"'標高 260m)にあたる範囲である。

マサ土の流失が激しく、谷斜面に厚く堆積し、部分的に崩落して高さ 1mの崖になっている。
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瓦質土器・瓦などが散布し、谷を埋めた巨石にCタイプの矢穴列痕が認められた。瓦器椀(図

16、図版9-37・39)、黒色土器B類椀(図 16、図版9-38)、土師器皿(図 16、図版9-40・41)、

土師器土釜(図 16-42)、瓦質土器(図 16、図版9-43)、常滑焼(図 16-45・46)などを採集した。

谷奥近くの谷底で石積みを確認した。石積みは上部が流失して大きく崩壊し、全容は不明で

あるが、谷筋に直交して積まれたものである。現状では2"-'3段分が残存しており、高さ約 1

mを測る。尾根平坦面に建立された僧坊とは別に、谷筋にも何らかの施設があったことが推定

される。

また、石積みから崩れ落ちたものと推定される直方体の石材を確認した。この石材(図版6

-7)は長さ 40.2cm、幅 32.2cm、厚さ 28.3cmを測り、 3面に古Aタイプの矢穴が穿たれてい

る。ちなみに、古Aタイプの矢穴が穿たれた石造物に、交野市立教育文化会館に屋外展示され

ている岩倉開元寺跡礎石(長さ 47.Ocm、幅41.8cm、厚さ 25.1cm) と板碑形町石が見られる。

図15交野山分布調査対象範囲(岩倉開元寺跡・交野山石切場跡・石仏の道)
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(3)交野山石切場跡

交野山石切場跡の分布調査は、交野山西北尾根の頂部(標高 188.5m)一帯において、矢穴が穿

たれた石材を確認したことに始まる。護数の矢穴石の存在から周辺が石切場として利用されて

いた可能性が考えられ、切り出された石材は交野山とその近辺だけでなく徳川期大坂城1への

供給も推定されたことから、遺構及び石材の現況把握を目的に分布調査を実施することにした。

立地と概況石切場跡は、交野山西北尾根にあり、倉治地区に分布する。尾根の山麓には安養

寺跡、神宮寺遺跡、開元寺跡といった寺院を中心とする中世の遺跡が帯状に展開する。交野山

山頂の南東斜面には岩倉開元寺跡の遺構が広がり、石切場跡の周辺は中世以降の遺跡の密度が

極めて高くなることがわかる。その中でも、石切場跡は直線距離にしてこれらの遺跡のおおよ

そ中間地点にあたる(図1)。

石切場跡の遺構は、踏査によって交野山西北尾根の頂部(標高 188.5m)一帯ないし、その北

側の谷筋まで展開していることが明らかになった。石材(矢穴石・自然石)の分布と採石遺構の

分布域とそれを区画する谷地形の状況から石切場跡の範囲を決定した。さらに、想定される運

搬路を含めると、 2つの群に細分で、きる(図 17)。

石切場跡I群 交野山石切場跡のうち、 I群としたのは交野山西北尾根の頂部一帯とその北側

斜面の標高 180m付近にある石材と作業空間と思われる平坦面である。尾根頂部の石材群のう

ち矢穴石は6点確認しており、いずれも半径約7mの範囲内に集中している状況で、あった。矢
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図 17交野山石切場跡遺構全体図
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穴石の周辺には自然石が数多く散布していたものの、クレーター状を呈する採石土坑のみなら

ず、石材5より 7m以上南方に至ると自然石すら認められなかった。このことから、尾根頂部

一帯での採石活動は小規模な範囲で行われていたと考えられる。

また、確認した矢穴石は1.Om"-' 1. 8m程度の大きさであり、採石の過程でさらに小型化する

ことを踏まえると大掛かりな運搬具は用いていなかった可能性が高い。つまり、石材の運搬に

は谷筋や河道の斜面を利用する必要はなく、尾根上の山道から運び出されたと考えるのが妥当

であろう。ここに残存する矢穴石は、自然石に矢穴を穿った状態ないし分割した石材の一方で

ある場合がほとんどであったため、目的材が得られれば採石活動として完結したと考えること

ができる。

北側斜面については、尾根頂部との聞に谷を形成する急激なため落込みの存在により、空間

的な断絶が認められる。しかし、石材7がある北側斜面の丁場からは等高線に沿って通路が延

びており、それが尾根上の山道に結節することから運搬ルートを同じくする同一群として捉え

ることができる。ここには、作業空間と考えられる平坦面が2段あり、その上段に石材7が認

められた。石材7は、 3条の矢穴列痕を有する扇平な四角柱状を呈しており、両端の矢穴痕(A

列・ C列)がB列の矢穴列痕による分割で欠損している状態で、あった。つまり、石材7は主た

る石材を採った端石であると考えられる。表面がかなり平滑であるため、一定程度の加工を付

近で、行ったと推察されるが、石材のチップやこっぱ石は認められなかった。また、周辺に点在

する転石も精査したが、矢穴などの採石の痕跡は確認できなかった。

石切場跡E群交野山石切場跡のE群は、 I群より約 15m北方の斜面上にあり、「源氏の滝」

上流の谷と尾根が堀切状に凹んだ地点の南延長線上に位置する。ここでは、採石土坑を中心に

遺構が展開していた。採石土坑は、採石の際に露頭する石材全体を露出するために周囲を掘り

込んだ土坑状遺構であり、石材の分割・運搬後はクレーター状となって地表面で確認できる。

交野山石切場跡E群では、採石土坑と推定されるクレーター状の凹みを 5箇所確認しており、

うち 1箇所に矢穴列痕を有する石材が土坑内に残存しているものが認められた。この明確に採

石土坑と認識できる遺構を「採石土坑1Jとし、以下、標高の高いところから 2"-'5の遺構番

号を付した。なお、採石土坑が確認できたのはこの一帯のみで、あった。

採石土坑1は、東西約7.5mX南北約7mの不整円形を呈し、北側に向かって開口する。土坑

内には自然石を中心に石材が集中しており、矢穴列痕を有する石材が土坑内(石材8)と北西肩

部(石材9)に1石ずつ認められる。これらの石材は、形態から見て端石であると考えられ、対

になる石材はなかった。

採石土坑2は採石土坑1とほぼ同規模である。採石土坑3と4はやや小型になるが、ほぼ同

規模であり、切り合い関係になる。それぞれ自然石のみ認められ、前後関係は明らかであるが

年代は不明である。

切り出された石材は、各採石土坑の開口方向から谷筋と河道を利用して北方に運搬したもの

と見られる。尾根に固まれた閉鎖的な空間であることも考慮すると、「源氏の滝」がある東西

方向の深い谷筋を下流に進むか、堀切状に凹む尾根に向かつて直進するこつの運搬ルートが想

定される。いずれにしても、交野山の北北西の山麓へ石材を運搬したものと考えられる。

石材と矢穴の様相 交野山石切場跡の分布調査の過程で明らかになった石材は9点で、あった。
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その内訳は、 I群に7点、 H群には採石土坑 1に2点である。ここでは、矢穴技法の型式と基

礎的変遷を明らかにした森岡秀人・藤川祐作の研究成果に則って交野山石切場跡の石材と矢穴

を概観する(森岡・藤川12008、2013)。

交野山石切場跡の矢穴石は、長径1.5m前後の大きさで一定のまとまりを持つ。岩質は花闘

岩であり、露頭する転石に矢穴を穿って採石する手法を取り、 E群ではクレーター状に掘り込

んで石材を露出させていた状況も明らかになってきた。石丁場の規模や残石の大きさから、城

郭石垣に用いるような石材を大量に切り出す許容量は無かったと考えられるため、現状では、

石造物などに加工されて交野市域ないし周辺地域で消費されたとするのが妥当であろう。ほと

んどの矢穴石は、割り損じたことによって石丁場に残されたものであり、未成品や剥片・こっ

ぱ石などは確認できていないことから、加工を行う作業空間は異なる場所に設けられた可能性

が高い。石材7は3面に矢穴痕が認められ、立方柱状に石材を切り出した状況がうかがえるた

め、交野山石切場跡では原石までを切り出したものと考えたい。

矢穴は、矢穴を形成する各辺をコンベックスによる簡易計測を行い2(図 18)、それらの計測

地を矢穴列ごとに平均値化した数値と縦断面形態を踏まえて分類したところ、およそ3タイプ

から成ることが明らかになった(表5、図 19)。

石材2・3・4・6に穿たれた矢穴は、森岡・藤川編年における古Aタイプに属する。矢穴

底が隅丸となり、法量のパラつきも大きい。また、矢穴列の中軸が直線的にならずに波打って

おり、平面形態もいびつである。法量には矢穴口長辺に 3cm程度の幅が認められるものの深さ

が8cm前後でまとまる傾向が確認できる。なお、古Aタイプの矢穴は 15世紀末を上限に 16
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図 18 矢穴模式図
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図19 矢穴法量(矢穴口長辺ー深さ)の分布図

世紀代を下限とする年代観が与えられている。石

材 7・8・9に穿たれた矢穴は、 Aタイプに属す

る。矢穴底の入念な調整によって縦断面形態が逆

台形ないし方形を呈し、矢穴列一条中に法量や形

態に一定の統一感が出現する。矢穴の法量は、矢

穴口長辺にはやや幅が認められたが、深さ 7cm前

後に収まる状況が読み取ることができる。石材2

などで確認した古Aタイプの矢穴とは一回りほど

小さいことが明らかになった。 Aタイプの矢穴は

17世紀初頭に出現し、 17世紀前半には広く普及

することが明らかになっている。石材1・5に穿

たれた矢穴は、 Cタイプに属する。それぞれ法量

はバラバラであるが 先に見た石材の矢穴に比べ

て小型になる点で共通しており、矢穴底の調整は

やや曲線状を呈するが逆台形ないし箱型の形態と

なる。 Cタイプの矢穴は近世後期以降に出現する

豆矢や飛矢に対応する矢穴であり、石材1と5の

Cタイプ矢穴においても同様のことが言えよう。
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つまり、石材1におけるB列の矢穴は豆矢、石材1のA列と石材5の矢穴では後者がやや長胴

型となるが矢穴口長辺や矢穴底長辺の近似性から同一タイプと考えられ、飛矢に対応する矢穴

であると位置づけられる。

Cタイプの矢穴は、近代の機械が導入される直前まで用いられているため明確な年代は与え

ることは難しいが相対的に新しい時期の矢穴であることは明らかである。

「交野山石切場跡jの分布調査では、遺構と石材の分布から石切場の範囲が明確に捉えられ、

地形なども考慮して新規の遺跡として認知することができた。

遺跡内には矢穴が穿たれた石材が9点認められ、立地や石材の運搬ルートの想定から石丁場

を2つの群に区分することができる。この群は、矢穴の様相から若干の時期差があると考えて

いるが、交野山北西の山麓に向かって運搬ルートが想定できる点は共通しているため、石丁場

を時期によって移動させた可能性もある。全体的に見ると、交野山石切場跡では小規模な採石

活動を長期間にわたって散発的に行ってきたといえ、当初想定していた大坂城再築普請に対す

る大量の石材供給は石材の大きさや矢穴石の密度を見ても不可能であると考えられる。このこ

とから、本遺跡は石造物などに加工するための原石を採掘していた可能性が考えられ、製品を

含めた広汎な調査が今後求められよう。地域における石材生産を巡っては、石材の運搬方法や

流通、加工場所(作業場)、石工の動向など明らかにすべき多くの課題がある。今回、交野市で

新たに石切場跡が発見され、周知の埋蔵文化財として登録されたことによってその端緒を得る

ことができた。石材を媒介にした新たな地域史の解明に向けて多視点での調査・研究を行う必

要がある。

註

1)元和・寛永期の大坂城再築普請では生駒山や飯盛山から石材を切り出しており、生駒山地の北端部に位

置する交野山にも石切場を設けていた可能性があった。

2)図 18の計測部位のうち、矢穴の間隔にあたる d値については石工が石材の大きさや硬さなどを総合的に判

断して矢穴を配列した結果生成されるため個体差が大きい。そのため、今回は計測を行っていない。
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表5 矢穴寸法一覧

¥¥  石材No 矢穴No矢穴ロ長辺(m1u矢穴口短垣島m1深主企並 矢穴底長塁i皇位 矢穴底短豆島!!!l..長室担よ 短童l.m.L厚主且よ
I群 A-1 5.8 5.8 3.9 1.12 0.91 0.53 

A-2 6 6 3.4 
A-3 5.8 5.6 4.4 
A-4 5.4 

害時A-5 5.9 
A-6 7 

A-7 7.2 

平均 6.2 5.7 4 
B-1 4.8 3.3 3 
B-2 4.3 2.8 

平均 4.8 3.8 2.9 
2 12.6 

5455 6 -592S67&810 49 811 1 111 

4.9 1.47 1.1 0.56 
2 12.2 10.9 4.1 
3 15.6 11 3 
4 14.1 9.9 2目3

5 12.2 9.1 3.2 
6 11.5 8.7 2.2 
7 12 6.2 7.8 I 9.1 2.9 

8 13.9 7 9.9 11.3 2.6 

9 12.5 6 10.5 8.8 2.1 
平均 13 5.7 8 10 3 

3 14.8 10.2 10.3 2.3 1.47 1.1 。目56

2 10.5 7.4 9.4 2 
3 10.2 6.3 8.5 2.8 

4 9.3 9.7 2.6 

5 

6 12.4 R::I R1 

7 10.3 10.2 6.8 

8 10.2 8.8 8.2 2.7 
平均 11.4 8.6 8.7 2.5 

4 A-1 9.2 7.4 7.9 1.5 1.1 0.82 
A-2 8.6 9 
A-3 9.5 9.2 9.5 

平均 9.1 8.5 8.5 
B-1 11.2 6.3 8.4 8.3 2.7 

5.4 8.5 8.1 2.6 
B-3 9.7 4.6 8.9 7.5 2 
B-4 10.4 6.4 9.4 6.3 1.5 
B-5 12.1 6 8.9 8 2.2 

B-6 11.3 5.1 8.3 8.7 2.3 
B-7 11 5.2 7.5 8.1 2.3 
B-8 12.3 4.9 7.8 8.7 1.9 
平均 11.1 5.5 8.5 8 2.2 

5 6.6 7.2 4 1.8 1.81 1.01 0.79 
2 6.2 6.5 3.4 

平均 6.4 6.9 3.7 1.8 
6 8.5 8.9 6.5 1.55 0.94 0.9 

2345 1111限ロは似55忍R 7.5 7.8 

7.5 8 
目 7.2 

6 8.3 
6 9.9 7.4 7.5 

7 11.2 7.9 8.9 

8 11.4 7.3 10 

9 11.2 8 8.8 

平均 10.8 7.6 8.1 

7 A-1 0.8 0.63+ 
B-1 10.6 6.8 8.5 
B-2 10.3 5.3 7.6 
B-3 12.1 6.5 8.4 
B-4 10.1 6.6 7.4 
平均 10.8 6.3 8 
C-1 4.7 2.3 

E群 8 1.39 0.39 0.24 
2 14.7 8.8 10 

3 12.1 8.9 7.4 
4 10.2 6.1 7.1 

5 13.2 7 9 

6 11.9 7 7.9 

7 11.6 6.5 9.8 

平均 12.3 7.4 8.5 

9 9.4 7.2 6.6 0.89 0.39 
2 11.2 7.4 7.8 

3 12.1 7.9 7.8 

平均 10.9 7.5 7.4 
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表 6 遺物観察表

番号 種類・器種名 調査地 出土遺構 口径/器高/底径 色調 調整・特徴 備考

外:N4/灰
外面ナデ・ユピオサエ II-3 1 瓦器椀 神宮寺遺跡2014-1 落込み2 14.5/(3.7)/ 内:N4/灰

断面:2.5GY5/1オリープ灰
内面白へラミガキ 図14

外:N6/灰
外面.ナデ・ユピオサエ II-3 

2 瓦器椀 神宮寺遺跡2014-1 落込み2 14.5/(3.7)/ー 内:N5/灰
断面:2.5Y7/2灰黄

内面:ヘラミガキ 図14

外:10YR4/1褐灰
外面:ユピオサェ II-3 3 瓦器椀 神宮寺遺跡2014-1 溝 1 4.9/(0.8)/ 内:10YR4/1褐灰

断面:lOYR7/2にぶい黄燈
内面:へラミガキ 図14

外:7.5YR6/6燈
外面:ヨコナデ・ユピオサ4 土師器皿 神宮寺遺跡2014-1 落込み2 9.2/(1. 8) 内:7.5YR7/6燈 図14

断面:5YR6/6燈
エ内面:ナデ

外5YR5/6明赤褐 外面:ヨコナデ・ユピオサ
5 土師器皿 神宮寺遺跡2014-1 落込み2 9.3/ (1.5) 内5YR6/6燈 コニ 図14

断面5YR6/6樫 内面:ナデ

外 10YR7/3にぶい黄樫

6 土師器皿 神宮寺遺跡2014-1 落込み2 14.6/3.0 
内 1OYR7/4 Iこぶい黄樫 外面:ナデ・ユピオサエ

図14
断面:lOYR8/2灰白・ 10YR6/1 内面ユピオサエ後ナデ
褐灰

外:10YR8/3浅黄燈
外面.ナデ・ユピオサェ7 土師器皿 神宮寺遺跡2014-1 落込み2 9.3/ (1.5) 内 7.5YR7/4にぶい黄燈
内面ナデ

図14
断面:7.5YR6/4にぶい燈

3トレンチ
外:N3/0暗灰

外面ナデ・ユピオサエB 土師器皿 遺跡範囲外2014-2 
13層

9.6/ (1.5) 内 N3/0暗灰
内面ナデ

図14
断面:N7/0灰白

3トレンチ
外:2.5Y5/2暗灰黄

外面ナデ・ユピオサエ9 土師器皿 遺跡範囲外2014-2 
13層

9.2/ (1.3) 内:2.5Y5/2暗灰黄
内面白ナデ

図14
断面:2.5Y6/2灰黄

1トレンチ
外N3/暗灰

外面.ナデ・ユピオサエ10 瓦器皿 遺跡範囲外2014ー2
27層

8.0/(1. 5) 内N4/灰
内面:へラミガキ

図14
断面2.5Y7/1灰白

8トレンチ
外:10YR8/3浅黄燈 外面:ナデ・ユピオサエ

11 土師器皿 北代遺跡2014-1 
6層

9.2/1. 0 内:10YR8/3浅黄燈 内面:ナデ 図14
断面:10YR7/4にぶい黄燈 口縁端部 「て」字状

lトレンチ
外 10R5/6赤

外面:ナデ・ユピオサエ
12 土師器皿 遺跡範囲外2014-2 

29層
7.0/(2.0) 内:lOR5/6赤

内面:ナデ
図14

断面 10R5/6赤

外:lOYR7/1灰白

13 土師器皿 北代遺跡2014-1 
9トレンチ

9.2/(2.0) 内:10YR7/1灰白
外面:ナデ

図14
4層 断黒面・lOYR7/1灰白・lOY買2/1 内面ーナデ

3トレンチ 外 10YR8/1灰白 外面ナデ・磨滅ユピオサ
IV-1 

14 瓦器椀 遺跡範囲外2014-2 
13層

15.0/ (2.7) /ー 内 2.5Y8/1灰白 エか
図14

断面lOYR6/2灰黄褐 内面ナデ

7トレンチ 外:10YR3/0黒
外面ナデ・ユピオサエ ill-3 

15 瓦器椀 遺跡範囲外2014-2 
構 1

13. 5/ (2. 6) / 内:N4/0灰
内面ナデ後ミガキ 図14

断面・10YR8/1灰白

9トレンチ4 外:5Y2/1黒
外面ナデ・ユピオサエ 皿-3

16 瓦器椀 遺跡範囲外2014-2 
層

13.5/ (2.6) / 内:N3/0暗灰
内面ナデ・ヘラミガキ 図14

断面:N7/0灰白

5トレンチ
外:N3/0~音灰 内面へラミガキ・暗文

II-3 17 瓦器椀 遺跡範囲外2014-2 
14層

一/(2.1)/4.8 内:N3/0暗灰 外面:ユピオサエ
図14

断面:N8/0灰白 見込み暗文らせん状

4トレンチ
外:10YR7/2にぷい黄櫨

外面:ナデ18 土師質羽釜 北代遺跡2014-1 
溝2

22.0/(5.8) 内 10YR8/2灰白
内面:ハケメ・ユピ.オサエ 図14

断面・10YR8/2灰白

6トレンチ
外lOYR7/21こぶい黄檀

外面:ナデ
19 土師質羽釜 遺跡範囲外2014ー2

13層
最大径32.5 内lOYR6/2灰黄褐

内面:ハケメ
図14

断面・lOYR6/6赤燈

外:10YR7/1灰白~10R5/41こぶ
外面ロクロナデ

20 備前焼鉢 北代遺跡2014-1 
4トレンチ

25. 0/ (5. 2) /ー
い赤褐、 2.5YR5/31こぶい赤褐

内面ロクロナデ後カキメ
V期

溝2 内:10YR6/2灰黄褐 図14
断面:10YR6/6赤燈

すり目あり

5トレンチ
外:5B4/1暗青

凹面布目痕21 平瓦 遺跡範囲外2014-2 
14層

(8. 6) / (5. 5) /2. 0 内:5B4/1暗青
凸面縄叩き痕

図14
断面:N4/0灰

4トレンチ
外:N5/0.灰

四面:ケズリ22 平瓦 北代遺跡2014-1 
溝2

(5.8)/(8.7)/1. 8 内:N5/0.灰
凸面:ナデ

図14
断面 :N6/灰~N7/0灰白

8トレンチ
外:lOYR8/1灰白 ~10YR2/1黒

凹面:布目痕
23 平瓦 遺跡範囲外2014ー2

16層
(9.1)/(7.0)/2.1 内 10YR8/1灰白 ~10YR2/1黒

凸面:縄叩き痕
図14

断面・10YR8/1灰白

8トレンチ
外:N7/0灰白

外面回転ナデ
8世紀

24 須恵器杯蓋 遺跡範囲外2014-2 
15層

20.6/ (1.3) 内 N7/0灰白
内面回転ナデ

口縁端部
断面:N7/0灰白 図14

12トレンチ 外:N7/0灰白
外面回転ナデ 8世紀25 須恵器杯身 遺跡範囲外2014-2 /(1. 0)/12. 5 内:N6/0灰白

12層
断面:N6/0灰~5RP7/1明紫灰

内面.回転ナデ 図14

5トレンチ
外:N7/0灰白 外面:回転へ7ケズリ後四

8世紀26 須恵器壷 遺跡範囲外2014-2 一/(4.4) /10.6 内:N6/0灰白 転ナデ
15層

断面:N6/0灰~5RP7/1明紫灰 内面.底部不定方向ナデ
図14
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番号

27 

28 

29 

30 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

40 

41 

42 

43 

44 

45 

46 

47 

48 

49 

50 

種類・器種名 調査地 出土遺構 口径/器高/底径 色調

5トレンチ
外:N6/0灰

須恵器壷 遺跡範囲外2014-2 
15層

一/(5.5)/14.。内:N5/0灰
断面 N6/0灰

8トレンチ 外 N5/0灰
須恵器杯、蓋 遺跡範囲外2014-2 

17層
9.8/ (2. 1) 内 N6/0灰

断面 7.5R4/1暗赤灰

1トレンチ
外:N7/0灰白

須恵器播鉢 遺跡範囲外2014-2 
29層

一/(4.6)/ー 内:N7/10灰白
断面:5Y7/1灰白

外:7.5YR7/4にぶい燈
土師器皿 馬場遺跡2014-1 盛土 8.0/(2.0) 内:7.5YR7/4にぶい燈

断面:7.5YR7/27明褐灰

外:lOYR7/3にぷい黄櫨
土師器皿 馬場遺跡2014ー l 盛土 6.8/(2.0) 内:10YR8/2灰白

断面:10YR7/4にぶい黄燈

外:7.5YR6/6燈
円筒埴輪 馬場遺跡2014ー l 盛土 内:7.5YR6/6樫

断面:7.5YR7/6燈

2トレンチ
外:lOYR8/1灰白

土師器皿 森遺跡2014-1 
土坑1

12.6/ (22.0) 内:10YR8/2浅黄燈
断面・5YR5/8明赤褐

2トレンチ 外 N4/0灰
瓦器椀 森遺跡2014-1 12.81 (1.8) /ー 内 N4/0灰

土坑1
断面lOYR8/1灰白

外 (紬薬)2. 5Y7/2灰黄

2トレンチ
(胎土)2.5Y7/1灰白

白磁椀 森遺跡2014ー 1
土坑1

15.81 (4.5) /ー 内 (紬薬)2.5Y7/2灰黄
(胎土)2.5Y7/1灰白
断面 2.5Y7/2灰黄

2トレンチ
外:N7/0灰白

須恵器高杯 森遺跡2014-1 
土坑l

ー/(4. 6) /10.2 内:N6/0灰
断面白N5/0灰

外:N4/0灰-5Y8/1灰白
瓦器椀 岩倉関元寺跡 第3地点 13/5.2/4.8 内:N5/0灰-5Y8/1灰白

断面 N7/0灰白

外:10YR5/1褐灰-5Y5/1灰
黒色土器椀 岩倉関元寺跡 第3地点 15.41 (6.8) / 内:2.5Y6/2灰黄-5Y4/1灰

断面:2.5YR6/6燈

外:N5/0灰
瓦器椀 岩倉関元寺跡 第3地点 一/(1. 6)/6. 8 内:N5/0灰

断面白N7/0灰白

外面白7.5YR7/41こぶい燈
土師器皿 岩倉開元寺跡 第3地点 12.0/2.8 内:7.5YR7/31こぶい燈

断面:7.5YR7/3にぶい檀

外 7.5YR7/3にぶい燈
土師器皿 岩倉開元寺跡 第3地点 12.0/2.4 内:7.5YR7/3にぶい燈

断面:7.5YR7/41こぶい燈

外面:7.5YR8/2灰白
土師器土釜 岩倉開元寺跡 第3地点 21. 0/5. 9/ 内 7.5YR8/3浅黄燈

断面:N2/黒

外面:N3/暗灰-2.5Y5/1黄灰
瓦質土器 岩倉開元寺跡 第3地点 ー/ー/(33.5) 内:N4/灰-2.5Y7/2灰黄

断面:2.5Y8/1灰白

外面:2.5YR4/3にぶい赤褐
常滑焼費 岩倉関元寺跡 第l地点 21. 8/(8. 5)/ 内面:2.5YR4/31こぶい赤褐

断面:IOYR5/1褐灰

外:2.5YR4/31こぶい赤褐
常滑焼費 岩倉開元寺跡 第3地点 34. 8/ (3. 8) /ー 内 2.5YR4/3にぶい赤褐

断函:lOYR5/1褐灰

外 10YR4/3赤褐
常滑焼墾 岩倉開元寺跡 第3地点、 (6.2) /ー/(16.2) 内 7.5R4/1暗赤灰

断面・7.5YR6/31こぶい褐

外:10YR4/6赤
東播系鉢 岩倉開元寺跡 第2地点 24. 8/ (9. 3) /ー 内:5YR明赤褐

断面:5YR6/1褐灰

表:5YR7/6樫-10R4/4赤褐

繍羽口 岩倉開元寺跡 第2地点 (直径6.5)
地:7.5YR6/6燈
付:5G2/1緑黒色(黒色ガラス
質津化)

(残存幅19)/
凹面:IOYR6/6明黄褐~

隅瓦 岩倉開元寺跡 第l地点 (残存長23.5)/
7.5Y4/1灰
凸面:7.5Y4/1灰、一部N3/暗

(残存高)3.1 
灰、 7.5YR6/8燈

外:2.5Y7/2灰黄、一部

雁振瓦 岩倉関元寺跡 第2地点
(残存長20)/ 7.5Y5/1灰
(残存幅18.5) 内:2.5Y6/2灰黄

断面:2.5Y6/2灰黄
*瓦器椀の編年は 6 瓦器椀『概説中世の::E器・陶磁器リ「辛盃王轟扇売蚕扇

*備前焼の編年は 9 中世陶器 [4J備前『概説中世の土器・陶磁器』中世土器研究会編

*白磁椀の編年は 11.貿易陶器 [2)中世前期の貿易陶磁器『概説中世の土器・陶磁器』中世土器研究会編

*常滑焼の編俸は 9 中世陶器 [2)渥美・常滑『概説中世の土器・陶峨器』中世土器研究会編
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調整・特徴 備考

外面回転ヘラケズワ
8世紀

内面回転ナデ後不定方向
図14

ナデ

外面回転ヘラケズり・回
7世紀

転ナデ
図14

内面回転ナデ

外面:回転ナデ
7世紀

内面:回転ナデ
図14

刺突文

外面・ヨコナデ
図14

内面.ナデ

外面ヨコナデ
図14

内面ナデ

外面・タテハケ後ヨコハケ 図14

外面ヨコナデ・ユピオサ
こE 図14
内面ナデ

外面白ヘラミガキ J11-3 
内面へラミガキ 図14

外商ロクロナデ N 
外函ロクロナデ 図14

外面回転ナデ
5世紀 l 

内面回転ナデ
脚部端部
図14

外面ナデ・ユピオサエ
N-l-
N-2 

内面ヘラミガキ
図16

外面:ヘラミガキ 11世紀
内面.ヘラミガキ 図16

外面ナデ
11-3 

内面.へラミガキ
図16

見込み時文らせん状

外面後円部ヨコナデ・ユ
ピオサエ 図16
内面白ナデ

外面口縁部ヨコナデ・ユ
ピオサエ 図16
内面・ナデ

外面:口縁~頚部ヨコナ
デ・ユピオサエ 15世紀
内面:ユビオサエ 図16
口縁~頚部にかけて煤付着

外面:連続スタンプ文
内面:ナデ 図16
風炉形土器

外面ロクロナデ VII (14世
内面ロクロナデ 紀後半)
口径部に粕がかかる 図16

外面ロクロナデ
区(15世

内面ロクロナデ
紀後半)
図16

外面・ロクロナデ
図16

内面:ロクロナデ

11-2 (12 
外面・回転ナデ 世紀末~
内面回転ナデ・ナデ 13世紀初
口縁部灰付着 頭)

図16

胎土に籾混じる 図版9

凸面ナデ・ヘラケズリ
凹面へラケズリ・ナデ・ 15世紀
布目圧痕 図版9
半裁菊花唐草文、釘穴あり

凸面不定方向ナデ
図面布目圧痕・ケズリ・ 15世紀

ナf}デ¥J字状のへラ描き
図版9
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ふりがな ふりがな 市町村
北緯 東経 調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡 所在地 コード 遺跡番号 (rri) 

神じん，宮ぐう寺じ1丁目
34。 135" 

27230 18 47' 42' 2014. 4. 23~5. 16 2055.6 rri 分譲住宅

長手昔語遺跡
325・326-1 07" 05" 

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地・集落跡 縄文・弥生~中世 ピット、溝 須恵器、土師器 なし

ふりがな ふりがな 市町村
北緯 東経 調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡 所在地 コード 遺跡番号 (rri) 

手掛茜4丁目 34" 
135。

27230 65 
46' 53" 

40' 2014. 5. 2~6. 9 10.6 分譲住宅

主の苫遺跡
1052-2 20" 

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集落跡・その他墓・生鴎跡 弥生~中世 語車 須恵器、土師器 なし

ふりがな ふりがな 市町村
北緯 東経 調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡 所在地 コード 遺跡番号 (rri) 

星陪し田だ4丁目 34" 
135" 

その他建の布う懸がけ遺跡 27230 49 
45' 49" 

39' 2014.6.16 3.0 rri 
物3347番地1 52" 

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

集緋・その他基・生蹴蹄 弥生~中世 溝 須恵器、土師器 なし

ふりがな ふりがな 市町村 北緯 東経 調査期間
調査面積

調査原因
(rri) 

所収遺跡 所在地 コード 遺跡番号 34" 135。

主f福6丁目 27230 
47' 40' 2014.7.24 1. 08 rri 分譲住宅

8 
12" 58" 1710番地1

右訴事跡
種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

城館跡 室町 なし 瓦片、土師器 なし

ふりがな ふりがな 市町村
北緯 東経 調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡 所在地 コード 遺跡番号 (ぽ)

34" 135" 

遺跡範囲外 言fh8丁目 27230 46' 41' 2014.8.21 3.6 rri 

・き1たヒん代だい遺跡 30" 25" 

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

掘立柱建物、溝、ピット 須恵器、土師器 なし

ふりがな ふりがな 市町村
北緯 東経 調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡 所在地 コード 遺跡番号 (rri) 

藤伊じが尾お5丁目
34" 135" 

2014. 9. 16~ その他開
27230 51 45' 40' 348 rri 

品議選尚遺跡
142他 55" 35" 

11. 20 発

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 中世 溝 なし なし

ふりがな ふりがな 市町村 調査面積
北緯 東経 調査期間 調査原因

所収遺跡 所在地 コード 遺跡番号
(rri) 

註首6丁目
34" 135" 

2014. 12. 8~ 
27230 40 46' 41' 5.3 rri 宅地造成

432 00" 17" 
12.10 

長義遺跡
種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 鎌倉~室町 土坑 士師器 なし



ふりがな

所収遺跡

もりいせき

森遺跡

ふりがな

所収遺跡

草葺菌1224跡.主主手
討晶瑳跡

ふりがな 市町村

北緯 東経 調査期間
所在地 コード 遺跡番号

議~b 丁目
34。 135' 

2014. 12. 8~ 
27230 37 46' 41' 

24" 07グ
12.10 

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

集落跡・生産遺跡 弥生~中世 土坑、畦畔 須恵器、瓦器

ふりがな 市町村

北緯 東経 調査期間
所在地 コード 遺跡番号

34' 135' 
2014. 12. 17~ 

蒼岳地区 27230 47' 42' 

12" 32" 
2015. 1. 5 

種別 主な時代 主な遺構 主な遺物

寺院跡・生産遺跡 中世~近世 石丁場 瓦器、常滑焼、瓦

平成26年度 交野市埋蔵文化財発掘調査概要

発行日 2015年 3月 31日

編集・発行交野市教育委員会

大阪府交野市私部 1丁目 1番 1号

印刷所株式会社京阪工技社

(本報告書は、再生紙を利用しています。)

調査面積

(m') 
調査原因

5.2 宅地造成

特記事項

なし

調査面積
調査原因

(m') 

その他建
31 

物

特記事項

なし




